
名古屋学院大学・外国語学部・教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３３９１２

基盤研究(C)（一般）

2017～2013

小・中学校を通した英語教育における流暢性に関わる言語能力養成のシラバス開発

On the Development of a Syllabus of Language Competence with reference to 
Fluency in English Teaching through Elementary and Junior High Schools.

４０２２０１８１研究者番号：

柳　善和（Yanagi, Yoshikazu）

研究期間：

２５３７０６５９

平成 年 月 日現在３０   ６ １８

円     3,900,000

研究成果の概要（和文）：　本研究では小学校と中学校の英語教育の繋がりによって、児童・生徒の英語能力の
養成を一貫した視点で捉えることを目指した。まず、初等教育と前期中等教育の繋がりという点で、韓国、中
国、ロシア、オーストラリアの外国語教育の現状を調査した。日本の小学校・中学校において、小学校外国語活
動の成果を英語能力、学習態度等で調査し、特に小学校で「話すこと」「聞くこと」から「読むこと」「書くこ
と」の指導にスムーズに移行できる方策として絵本教材の利用方法、CLILの導入などを議論した。

研究成果の概要（英文）：　The purpose of this research is to grasp how English competence of 
elementary and junior high student develops with the reference to the evolving English syllabus from
 elementary to junior high schools in Japan. First, to understand the connection between primary and
 secondary education, we have investigated the current state of foreign language education in Korea,
 China, Russia and Australia by visiting their schools. Second, we have discussed the achievement of
 English teaching in elementary schools in the past by investigating the students' English ability 
and the students' attitude toward English learning of the students in elementary and junior high 
schools. We have also discussed the use of English language picture books and introduction of CLIL 
to smoothly expand the English ability of elementary school students from "listening" and "speaking"
 into "reading" and "writing."

研究分野： 英語教育学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1)世界的に外国語教育の早期化が進み、東
アジア地域（韓国、中国、台湾等）でも 21
世紀初頭以降おおよそ初等教育における外
国語教育（英語教育）の制度が整っているの
に対し、日本ではその整備が遅れがちである
と考えられていた。そのような事情の中で、
東アジア諸国での初等教育における外国語
教育（英語教育）の実態、また、中等教育に
おける既存の外国語教育との接続について
制度上の仕組みや、現場での受け止め方など
を調査し、日本での小学校と中学校の英語教
育がスムーズに接続できるように議論する
ことが求められていた。 
(2)研究開始当時の日本の小学校では「外国
語活動」として事実上英語教育が行われてい
た。この評価基準として示された内容は、中
学校の外国語教育のそれとは異なっていた。
つまり小学校外国語活動では 3つの観点とし
て、「コミュニケーションへの関心・意欲・
態度」「外国語への慣れ親しみ」「言語や文化
に対する気づき」が挙げられていたが、中学
校外国語教育では 3 の観点として、「コミュ
ニケーションへの関心・意欲・態度」「外国
語表現の能力」「外国語理解能力」「言語や文
化についての知識・理解」が挙げられていた。
つまり小学校外国語活動と中学校外国語教
育は評価の観点という立場からは繋がって
いないことになる。小学校から中学校にかけ
ての外国語教育において児童・生徒の英語能
力がそれぞれの発達段階に応じてスムーズ
に向上し、言語能力の養成が図られるように
検討が必要であると考えた。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は小学校・中学校の 英語教
育を中心とした体系的なシラバスを、その評
価規準とともに、流暢性に関わる言語能力の
養成という観点から開発することである 。 
(1)東アジア（韓国・中国）を中心として、
外国語として英語教育を行っている国（ロシ
ア）、英語が母語で外国語教育を行っている
国（オーストラリア）など、他国の初等教育
での外国語教育と中等学校での外国語教育
の関係を調査し、日本における今後の小学校
と中学校の英語教育の連携に示唆を与える。 
(2)「聞くこと」「話すこと」といった音声言
語が中心の小学校英語教育から、「読むこと」
「書くこと」といった文字言語を使った技能
へと英語能力を発展させるための、教材及び
指導方法について検討する。 
(3)その他、前掲の(1)(2)の目的に関連した
研究を行う。 
 
３．研究の方法 
(1)小学校・中学校（初等教育・前期中等教
育）における国際比較 
 韓国、中国、ロシア、オーストラリアを対
象として、それぞれの国での初等教育と中等
教育の関連と英語教育（オーストラリアは外

国語教育）の繋がりを検討する。各国の教育
制度や教育課程を資料等を通じて調査する
とともに、それぞれ現地の学校を訪問し授業
の参観及び教員に対する聞き取りを行う。 
(2)小学校・中学校における児童・生徒の英
語能力及び英語学習に対する意識調査 
 小学校英語教育（外国語活動）の授業を経
験して、どの程度の英語能力が身についてい
るか、及び英語学習に対してどのような自己
評価をしているかを調査する。併せて英語学
習に対する意識も調査する。英語能力の測定
について外部試験も含めた調査も実施する。 
(3)「聞くこと」「話すこと」から「読むこと」
「書くこと」へ英語能力の幅を広げるための
教材の活用 
 文字の導入の方法として、英語の絵本の活
用を想定し「聞くこと」「話すこと」から「読
むこと」「書くこと」へ移行できるように指
導方法を検討する。 
 
４．研究成果 
(1)小学校・中学校(初等教育・前期中等教育）
の繋がりの状況と課題 
 韓国、中国、オーストラリアにおける外国
語教育の実情の調査を行い、各国の現状と課
題を論じた。 
①韓国 
 韓国においては、1997 年度に小学校 3年生
から必修教科としての英語教育が開始され、
その後何度か教育課程は改訂されているが、
日本と比較して時間数も多く、3 年生から積
極的に「読むこと」「書くこと」も含めた 4
技能の養成に重点を置いている。この点につ
いて、韓国と日本の小学校英語の到達度と指
導の比較研究を CEFR-J の枠組みを基にして
行った（発表論文⑫）。ここで対象にしたの
は、「2009 年改訂教育課程」であるが、同時
期の日本の小学校学習指導要領と比較して
も、韓国では 4技能すべての指導を行ってい
ることがわかる。また、児童の英語学習への
態度も積極的であり、日本の児童との比較に
おいても、コミュニケーションを図る積極的
な態度や外国への興味関心が高いことを示
した(発表論文⑪）。 
②中国 
 中国については、まず、中国の学習指導要
領に当たる文書を調査し、その概要を報告し
た（発表論文⑩）。中国の英語教育は 2001 年
に導入が決定され、地域の実情に合わせて始
めるという方針で進められてきた。実際には
2005 年から順次開始されている。また、「全
日制義務教育英語課程標準」(2011)では、小
学校から中・高等学校まで 12 年間の一貫し
た指導を行うとして、英語課程の目標とその
構成要素を示すなど、初等教育と中等教育の
繋がりを意識した内容になっている。 
 一方で、2014 年には、中国浙江省杭州市に
おいて小学校・中学校各 1校を訪問し、授業
参観及び教員に対する聞きとりを行った(発
表論文⑤）。杭州市は中国国内でも経済的に



豊かな地域であり、学校も電子黒板やプロジ
ェクターなど ICT 機器が整備されていた。そ
の際の聞きとりで、中学校の英語教員が小学
校の英語教育の内容をよく知らないこと、ま
た小学校で学習した内容をあまり評価して
いないことなどを確認した。 
③ロシア 
 外国語としての英語教育の事例として、東
アジア以外ではロシアでの事例も取り上げ
ている（発表論文⑦）。ソビエト連邦の崩壊
までは、英語が好意的に教えられることは少
なかったが、ロシア成立以後は英語教育が積
極的に取り入れられている。小学校 2年生か
ら「読むこと」「書くこと」も含めて教えら
れ、小学校英語教育では音声言語が先行する
他国とは異なる事例として今後検討を進め
たい。 
④オーストラリア 
 オーストラリア・メルボルン市で小学校 1
校、中等学校 2校を訪問し、授業参観と教員
への聞きとりを行った。外国語教育は前期中
等教育の 3年間は必修であるが、英語が母語
であることから大学受験期には外国語を専
攻する生徒以外は学習を止めることが多い
こと、小学校から中等学校へ進学する際に、
小学校で学習していた外国語が中等学校で
開講されていない事例などの問題点の指摘
があった。 
 
(2)小学校・中学校の英語教育における 4 技
能の能力養成 
 まず、中学校入学時の生徒の英語能力とし
て、小学校 1年生から外国語活動を経験して
いる中学校 1 年生 279 名を協力者として、4
月から5月に英語能力と英語学習に対する意
識を調査した（発表論文⑨）。その結果、8割
を超える協力者が小学校の外国語活動を「楽
しかった」と回答し、項目ごとの自己評価と
しては総じて「できた」「よくできた」と回
答した協力者が「できなかった」「あまりで
きなかった」と回答した協力者よりも大幅に
多かった。特に文字学習に関してこの傾向が
強く、自分の思い・考えをクラスの前で話す
ことは苦手とする協力者も見られた。ALT の
英語の質問に記述式で解答させる問題では、
協力者がまだ文字を書く能力が不十分であ
ることを考慮して、カタカナで書いてもいい
という条件で実施したが、半数程度の協力者
はコミュニケーションをする上で問題のな
いレベルまで（綴りミスやカタカナ表記も含
めて）解答できることがわかった。 
 同様に、私立中学校に入学直後の生徒 16
名を協力者として、TOEFL Primary を使って、
「聞くこと」と「読むこと」の能力を測定し、
併せて自分の英語能力の自己評価を依頼し
た（発表論文⑥）。その結果、16 名全体とし
ては「聞くこと」が「読むこと」よりも有意
に得点が高く、その結果は、協力者たちの自
己評価と一致した。小学校での外国語活動も
13 名が「楽しかった」と回答しており、英語

学習に肯定的な印象を持つことがわかる。 
 このような「聞くこと」（音声言語）の能
力から「読むこと」（文字言語）の能力への
発達は、早期英語教育では自然に発生するが、
学校教育の現場でどのように支援し、4 技能
をバランスよく伸ばすかはこれから議論を
進める必要がある。 
 そこで、「読むこと」「書くこと」の指導に
おいて、絵本を教材とすることによって、児
童が音声で習得した言語能力から文字言語
への転化を促進することを論じた（発表論文
④）。ここでは、絵本を視覚教材として使用
し、文字言語をスムーズに修得することを目
指した指導を提案したものである。また、
CLIL (Content and Language Integrated 
Learning、内容言語統合型教授法）の技法を、
絵本を使用することで、小学校英語教育でも
実現しようと試みた（発表論文②）。 
 なお、CLIL を用いた教育実践については、
シンガポール日本人学校での事例を紹介し
ている（発表論文③）。ここでは、シンガポ
ール日本人学校の小学校と中学校でそれぞ
れ実践されている教科を日本語と英語で同
時に2人の教員が担当して教える試みを取り
上げ、小学校と中学校で同時に実施されてい
ることで、よりスムーズに英語能力を伸ばせ
る工夫について論じている。 
 
(3)幼児英語教育に係る教員養成の問題 
 小学校英語教育に先行する幼児教育の中
でも英語学習は積極的に取り入れられてい
る。英語教育の早期化は小学校英語教育が高
学年で必修化された頃から積極的に導入さ
れ、現在は多くの教育施設で時間は少ないも
のの外部講師を招聘するなどの方策を採り
ながら実施されている。そこで、直接幼児教
育を担当することになる幼児教育学科の学
生たちの英語学習に対する意識についても、
彼らの英語能力とともに調査した（発表論文
⑧）。その結果協力者となった学生たちは英
語に対して苦手意識が強く、英語学習にも積
極的に取り組めない実態が浮き彫りになっ
た。 
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